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計画の概要計画の概要
　市では、男女共同参画社会の実現のため、令和３年３月に第６次男女共同
参画行動計画を策定しました。
　本計画は、計画期間を令和３年度〜令和７年度とし、基本理念を「人権尊
重とワーク・ライフ・バランスを軸とする　男女共同参画の実現をめざして」
と定めています。
　この基本理念を具体的に推進していくため、基本目標Ⅰ「人権が尊重され、
多様性を認め合う社会をつくる」、基本目標Ⅱ「ワーク・ライフ・バランス
の実現した暮らしをめざす」、基本目標Ⅲ「男女共同参画を積極的に推進す
る」と、３つの基本目標を掲げています。

令和３年度推進状況調査結果令和３年度推進状況調査結果
　基本目標Ⅰでは９５事業、基本目標Ⅱでは５２事業、基本目標Ⅲでは１９事業、
合計１６６事業の実施内容等について調査しています。
○具体的な取り組み
【審議会等女性の参画拡大】
　男女共同参画社会の実現のためには、女性が政策・方針決定の場へ参画す
ることが重要です。
　また、審議会等の委員構成は、男女に偏りがないように配慮することが必
要です。改選時には、できるだけ女性委員の登用を図るなど、さまざまな分
野へ女性の参画の拡大に努めています。（下表）
【男女共同参画情報誌「かたらい」発行】
　男女共同参画施策の推進のため、市民編集委員制を導入し、情報誌「かた

らい」を発行しています。
　令和３年９月の第５４号は特集「生物学的な面からの性の多様性」、令和４
年３月の第５５号では特集「『また明日』から考える男女共同参画」を発行し
ました。
　今後も、市民に男女共同参画に関する情報を発信し、意識啓発を図ってい
きます。
【こがねいパレット】
　男女共同参画社会実現のための啓発事業として、講演会等を市民実行委員
が企画、運営しています。
　令和３年１１月２０日に「心にポッと灯がともるほめ方〜より良いコミュニケ
ーションのために〜」をテーマに開催し、こがねいパレットに賛同する市民
団体の紹介等を行いました。
　「こがねいパレット」は、「いろんな色を持つ、いろんな人たちが自分の
色を大切にして、出会い、交流し、それぞれの色を認め合い、ときには、い
くつかの色が混ざりあって、新しい色を織りなしながら、誰もが楽しく幸せ
に暮らせる豊かな社会を作り出そう」という願いが込められています。

その他その他
　報告書は、情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）、図書館本館、企画
政策課男女共同参画室（市役所本庁舎２階）および市ホームページで閲覧で
きます。

i企画政策課男女共同参画室（☎０４２−３８７−９８５３）

行政委員会等女性の参画率

人数等

行政委員会等

小金井市
（令和４年４月１日現在）

多摩２６市
（令和４年４月１日現在）

東京都
（令和３年４月１日現在）

機関数 総数 女性の
人数 女性比率 機関数 総数 女性の

人数 女性比率 機関数 総数 女性の
人数 女性比率

行政委員会（教育委員会ほか） ６ ３１ ８ ２５．８％ １３３ ７７１ １３２ １７．１％ ９ ９０ １３ １４．４％

附属機関（男女平等推進審議会ほか） ４９ ５４１ １７５ ３２．３％ ９３４ １２，３３９ ３，７６９ ３０．５％ ５３ ６７２ ２４２ ３６．０％

その他審議会等（行財政改革市民会議ほか） ２１ ２３３ １０３ ４４．２％ ６４７ １０，６９２ ４，１９８ ３９．３％ １７２ １，７１３ ６１３ ３５．８％

管理職の在職状況 − ６８ １１ １６．２％ − ２，４２２ ４２５ １７．５％ − ３，４９０ ７０６ ２０．２％

第６次男女共同参画行動計画第６次男女共同参画行動計画 −推進状況調査の報告について−推進状況調査の報告について

　都では、平和国家日本の首都として、戦争の惨禍
を再び繰り返さないことを誓い、３月１０日を東京都
平和の日と定めています。
　この日は、昭和２０年の東京大空襲で一夜にして
１０万人ともいわれる尊い命が失われた日です。東京
大空襲をはじめ、戦災で亡くなった方々の追悼と世
界の恒久平和を願うため、家庭や職場などで１分間
の黙とうをお願いします。
d３月１０日（金）午後２時
i都生活文化スポーツ局文化振興部企画調整課（☎
０３−５３８８−３１４１）、市広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）

３月10日は
東京都平和の日

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・3・1 4


